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(57)【要約】　      （修正有）【課題】ワーク上での切 
削刃の滑りを抑制できるホールカッタを提供すること。
【解決手段】筒状に形成されたカッタ本体２０と、カッ 
タ本体２０の先端に設けられている複数の第１の切削刃 
３１と、カッタ本体２０の先端において、複数の第１の 
切削刃３１の間に設けられている第２の切削刃３２と、 
を備え、第１の切削刃３１の頂点Ｐ１と第２の切削刃３ 
２の頂点Ｐ２とは、カッタ本体２０の径方向Ｒｄにずれ 
ており、第１の切削刃３１及び第２の切削刃３２は、カ 
ッタ本体２０の周方向に所定間隔をおいて配置され、カ 
ッタ本体２０の軸方向Ａｄにおいて、第１の切削刃３１ 
の頂点Ｐ１及び第２の切削刃３２の頂点Ｐ２の高さが同 
じである。
【選択図】図２

審査請求　未請求　請求項の数　3　　ＯＬ　（全10頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
筒 状 に 形 成 さ れ た カ ッ タ 本 体 と 、
前 記 カ ッ タ 本 体 の 先 端 に 設 け ら れ て い る 複 数 の 第 １ の 切 削 刃 と 、
前 記 カ ッ タ 本 体 の 先 端 に お い て 、 前 記 複 数 の 第 １ の 切 削 刃 の 間 に 設 け ら れ て い る 第 ２ の 切  
削 刃 と 、 を 備 え 、
前 記 第 １ の 切 削 刃 及 び 前 記 第 ２ の 切 削 刃 は 、 前 記 カ ッ タ 本 体 の 周 方 向 に 所 定 間 隔 を お い て  
配 置 さ れ 、
前 記 第 １ の 切 削 刃 の 頂 点 と 前 記 第 ２ の 切 削 刃 の 頂 点 と は 、 前 記 カ ッ タ 本 体 の 径 方 向 に ず れ  
て お り 、
前 記 カ ッ タ 本 体 の 軸 方 向 に お い て 、 前 記 第 １ の 切 削 刃 及 び 前 記 第 ２ の 切 削 刃 そ れ ぞ れ の 頂  
点 の 高 さ が 同 じ で あ る こ と を 特 徴 と す る ホ ー ル カ ッ タ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 １ の 切 削 刃 の す く い 角 及 び 前 記 第 ２ の 切 削 刃 の す く い 角 の い ず れ か 一 方 が 、 前 記 第  
１ の 切 削 刃 の す く い 角 及 び 前 記 第 ２ の 切 削 刃 の す く い 角 の い ず れ か 他 方 よ り も 小 さ い 値 で  
あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ホ ー ル カ ッ タ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ の 切 削 刃 の す く い 角 と 、 前 記 第 ２ の 切 削 刃 の す く い 角 と は 同 じ 値 で あ る こ と を 特  
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ホ ー ル カ ッ タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 ホ ー ル カ ッ タ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ る ホ ー ル カ ッ タ が 知 ら れ て い る 。
上 記 の ホ ー ル カ ッ タ は 、 筒 状 に 形 成 さ れ た カ ッ タ 本 体 と 、 カ ッ タ 本 体 の 先 端 に 設 け ら れ て  
い る 複 数 の 第 １ の 切 削 刃 と 、 複 数 の 第 １ の 切 削 刃 の 間 に 設 け ら れ る 第 ２ の 切 削 刃 と 、 を 有  
し て い る 。 第 ２ の 切 削 刃 に お け る 軸 方 向 中 央 部 の 刃 高 さ は 、 第 １ の 切 削 刃 の 軸 方 向 中 央 の  
刃 高 さ よ り も 大 き い 値 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ホ ー ル カ ッ タ に よ り ワ ー ク を 切 削 す る と き 、 ホ ー ル カ ッ タ は 、 カ ッ タ 本 体 の 軸 線 を 中 心 に  
し て 回 転 す る と と も に 第 １ の 切 削 刃 及 び 第 ２ の 切 削 刃 が ワ ー ク に 接 触 す る と 、 ワ ー ク が 切  
削 さ れ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ７ ８ ０ ０ ２ ４ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
と こ ろ で 、 第 ２ の 切 削 刃 が 第 １ の 切 削 刃 よ り も 先 に ワ ー ク に 接 触 す る 。 第 ２ の 切 削 刃 が ワ  
ー ク に 接 触 し た と き 、 ホ ー ル カ ッ タ が ワ ー ク 上 で 滑 る ウ ォ ー キ ン グ が 発 生 す る 虞 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 ワ ー ク 上 で の 切 削 刃 の 滑 り を 抑 制 で き る ホ ー ル カ ッ タ を 提 供 す る こ と に  
あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 記 課 題 を 解 決 す る ホ ー ル カ ッ タ は 、 筒 状 に 形 成 さ れ た カ ッ タ 本 体 と 、 前 記 カ ッ タ 本 体 の  
先 端 に 設 け ら れ て い る 複 数 の 第 １ の 切 削 刃 と 、 前 記 カ ッ タ 本 体 の 先 端 に お い て 、 前 記 複 数  
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の 第 １ の 切 削 刃 の 間 に 設 け ら れ て い る 第 ２ の 切 削 刃 と 、 を 備 え 、 前 記 第 １ の 切 削 刃 及 び 前  
記 第 ２ の 切 削 刃 は 、 前 記 カ ッ タ 本 体 の 周 方 向 に 所 定 間 隔 を お い て 配 置 さ れ 、 前 記 第 １ の 切  
削 刃 の 頂 点 と 前 記 第 ２ の 切 削 刃 の 頂 点 と は 、 前 記 カ ッ タ 本 体 の 径 方 向 に ず れ て お り 、 前 記  
カ ッ タ 本 体 の 軸 方 向 に お い て 、 前 記 第 １ の 切 削 刃 及 び 前 記 第 ２ の 切 削 刃 そ れ ぞ れ の 頂 点 の  
高 さ が 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ れ に よ れ ば 、 ホ ー ル カ ッ タ が 回 転 し た と き 、 第 １ の 切 削 刃 の 頂 点 及 び 第 ２ の 切 削 刃 の 頂  
点 の 軌 跡 は 、 円 形 を な し て い る 。 こ こ で 、 第 １ の 切 削 刃 の 頂 点 の 軌 跡 を 第 １ 接 触 円 と し 、  
第 ２ の 切 削 刃 の 頂 点 の 軌 跡 を 第 ２ 接 触 円 と す る と 、 第 １ 接 触 円 と 第 ２ 接 触 円 と は 、 カ ッ タ  
本 体 の 径 方 向 に お い て 重 な ら な い 。 例 え ば 、 従 来 技 術 の よ う に 第 ２ の 接 触 刃 の み が 先 に ワ  
ー ク に 接 触 す る 場 合 、 第 ２ の 接 触 刃 の 頂 点 の な す 軌 跡 が 形 成 す る 第 ２ 接 触 円 の み が ワ ー ク  
に 接 触 す る 。 と こ ろ が 、 上 記 の 構 成 で あ れ ば 、 第 １ 接 触 円 と 第 ２ 接 触 円 と が 同 時 に ワ ー ク  
に 接 触 す る た め 、 ホ ー ル カ ッ タ に よ り ワ ー ク を 切 削 す る 場 合 、 第 ２ の 接 触 刃 の み が ワ ー ク  
に 接 触 す る 場 合 と 比 較 す る と 、 ワ ー ク 上 で の 切 削 刃 の 滑 り を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
上 記 の ホ ー ル カ ッ タ に お い て 、 前 記 第 １ の 切 削 刃 の す く い 角 及 び 前 記 第 ２ の 切 削 刃 の す く  
い 角 の い ず れ か 一 方 が 、 前 記 第 １ の 切 削 刃 の す く い 角 及 び 前 記 第 ２ の 切 削 刃 の す く い 角 の  
い ず れ か 他 方 よ り も 小 さ い 値 で あ る と よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
一 般 的 に 、 す く い 角 が 小 さ く な る と 、 ワ ー ク の 切 削 能 力 が 向 上 す る が 、 切 削 刃 の 摩 耗 が 進  
行 し 易 く な る 。 す な わ ち 、 ホ ー ル カ ッ タ の 切 削 能 力 の 低 下 が 早 く な る 。
こ れ に よ れ ば 、 例 え ば 、 第 １ の 切 削 刃 の す く い 角 が 第 ２ の 切 削 刃 の す く い 角 よ り も 小 さ い  
値 で あ る 場 合 、 第 １ の 切 削 刃 の 摩 耗 が 進 行 し て も 、 第 ２ の 切 削 刃 の 摩 耗 は 第 １ の 切 削 刃 ほ  
ど 進 行 し な い た め 、 ホ ー ル カ ッ タ の 切 削 能 力 の 低 下 を 遅 ら せ る こ と が で き る 。 ま た 、 例 え  
ば 、 第 ２ の 切 削 刃 の す く い 角 が 第 １ の 切 削 刃 の す く い 角 よ り も 小 さ い 値 で あ る 場 合 に お い  
て も 同 様 で あ る 。 し た が っ て 、 ホ ー ル カ ッ タ の 切 削 能 力 の 低 下 を 遅 ら せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
上 記 の ホ ー ル カ ッ タ に お い て 、 前 記 第 １ の 切 削 刃 の す く い 角 と 、 前 記 第 ２ の 切 削 刃 の す く  
い 角 と は 同 じ 値 で あ る と よ い 。
こ れ に よ れ ば 、 第 １ の 切 削 刃 及 び 第 ２ の 切 削 刃 の 摩 耗 の 進 行 具 合 が 同 じ で あ る 。 そ の た め  
、 ホ ー ル カ ッ タ に お け る 第 １ の 切 削 刃 及 び 第 ２ の 切 削 刃 の 交 換 時 期 を 同 じ に す る こ と が で  
き る 。 よ っ て 、 ホ ー ル カ ッ タ の 保 守 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の 発 明 に よ れ ば 、 ワ ー ク 上 で の 切 削 刃 の 滑 り を 抑 制 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 ホ ー ル カ ッ タ を 示 す 正 面 図 。
【 図 ２ 】 ホ ー ル カ ッ タ の 先 端 の 正 面 図 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 第 １ の 切 削 刃 を ３ － ３ 線 で 見 た 正 面 図 。
【 図 ４ 】 図 ２ の 第 ２ の 切 削 刃 を ４ － ４ 線 で 見 た 正 面 図 。
【 図 ５ 】 第 １ の 切 削 刃 と 第 ２ 切 削 刃 と を 重 ね た 状 態 を 示 す 正 面 図 。
【 図 ６ 】 第 １ の 切 削 刃 の す く い 角 及 び 第 ２ の 切 削 刃 の す く い 角 を 示 す 正 面 図 。
【 図 ７ 】 変 更 例 に お け る 第 １ の 切 削 刃 の す く い 角 及 び 第 ２ の 切 削 刃 の す く い 角 を 示 す 正 面  
図 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
以 下 、 ホ ー ル カ ッ タ を 具 体 化 し た 一 実 施 形 態 を 図 １ ～ 図 ５ に し た が っ て 説 明 す る 。
図 １ に 示 す よ う に 、 ホ ー ル カ ッ タ １ ０ は 、 筒 状 に 形 成 さ れ た カ ッ タ 本 体 ２ ０ と 、 カ ッ タ 本  
体 ２ ０ の 軸 方 向 Ａ ｄ の 先 端 に 設 け ら れ て い る 複 数 の 第 １ の 切 削 刃 ３ １ 及 び 複 数 の 第 ２ の 切  
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削 刃 ３ ２ と 、 を 備 え て い る 。 第 １ の 切 削 刃 ３ １ 及 び 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ は 、 超 硬 チ ッ プ か ら  
な る 。 ホ ー ル カ ッ タ １ ０ は 、 図 示 し な い 工 作 機 械 に 取 り 付 け ら れ 、 カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 軸 線  
を 中 心 に 回 転 す る 。 こ こ で 、 ホ ー ル カ ッ タ １ ０ の 回 転 す る 方 向 を 回 転 方 向 Ａ と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
カ ッ タ 本 体 ２ ０ は 、 筒 状 に 形 成 さ れ た 小 径 部 ２ １ と 、 筒 状 に 形 成 さ れ る と と も に 小 径 部 ２  
１ よ り も 内 径 及 び 外 径 が 大 き い 大 径 部 ２ ２ と 、 を 有 し て い る 。 小 径 部 ２ １ は 、 図 示 し な い  
工 作 機 械 に 取 り 付 け ら れ る 取 付 部 で あ る 。 小 径 部 ２ １ の 軸 線 と 大 径 部 ２ ２ の 軸 線 と は 一 致  
し て い る 。 大 径 部 ２ ２ の 外 周 面 に は 、 複 数 の 切 り 屑 排 出 溝 ２ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 複 数 の  
切 り 屑 排 出 溝 ２ ３ は 、 カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 軸 方 向 Ａ ｄ に お い て 、 大 径 部 ２ ２ に お け る 小 径 部  
２ １ 側 の 第 １ 端 部 ２ ２ ａ と 大 径 部 ２ ２ に お け る 小 径 部 ２ １ と は 反 対 側 に 位 置 す る 第 ２ 端 部  
２ ２ ｂ と を 連 通 し て い る 。 複 数 の 切 り 屑 排 出 溝 ２ ３ は 、 第 １ 端 部 ２ ２ ａ か ら 第 ２ 端 部 ２ ２  
ｂ に 向 か う ほ ど 回 転 方 向 Ａ に 徐 々 に 延 び て い る 。 す な わ ち 、 複 数 の 切 り 屑 排 出 溝 ２ ３ は 、  
カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 軸 線 に 対 し て 傾 斜 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 複 数 の 切 り 屑 排 出 溝 ２ ３ は 、 カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 周 方 向 に 所 定 間 隔 を お  
い て 配 置 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 ６ つ の 切 り 屑 排 出 溝 ２ ３ が 設 け ら れ て い る 。 ６ つ  
の 切 り 屑 排 出 溝 ２ ３ は 、 カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 軸 線 を 中 心 と し て 約 ６ ０ 度 お き に 配 置 さ れ て い  
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 切 り 屑 排 出 溝 ２ ３ は 、 カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 軸 線 に 対 し て 傾 斜 す  
る よ う に 延 び る 底 壁 ２ ３ ａ と 、 底 壁 ２ ３ ａ の 長 手 方 向 に 延 び る 両 縁 部 か ら 延 び る 一 対 の 側  
壁 ２ ３ ｂ と 、 を 有 し て い る 。 一 対 の 側 壁 ２ ３ ｂ の う ち 回 転 方 向 Ａ の 前 方 に 位 置 す る 側 壁 ２  
３ ｂ を 第 １ 側 壁 ２ ３ １ と し 、 一 対 の 側 壁 ２ ３ ｂ の う ち 回 転 方 向 Ａ の 後 方 に 位 置 す る 側 壁 ２  
３ ｂ を 第 ２ 側 壁 ２ ３ ２ と す る 。 第 １ 側 壁 ２ ３ １ と 第 ２ 側 壁 ２ ３ ２ と は 互 い に 対 向 し て い る  
。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 大 径 部 ２ ２ の 第 ２ 端 部 ２ ２ ｂ に お い て 、 切 り 屑 排 出 溝 ２ ３ の 底 壁 ２ ３  
ａ に は 、 切 り 屑 案 内 溝 ２ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 切 り 屑 案 内 溝 ２ ４ は 、 カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 径  
方 向 Ｒ ｄ に お い て 正 面 か ら 見 る と 、 Ｕ 字 形 状 を な し て い る 。 切 り 屑 案 内 溝 ２ ４ は 、 切 り 屑  
排 出 溝 ２ ３ の 底 壁 ２ ３ ａ を 貫 通 し て い る 。 切 り 屑 案 内 溝 ２ ４ は 、 大 径 部 ２ ２ の 第 ２ 端 部 ２  
２ ｂ に 向 け て 開 口 し て い る 。 切 り 屑 案 内 溝 ２ ４ は 、 切 り 屑 排 出 溝 ２ ３ の 底 壁 ２ ３ ａ に お い  
て 、 切 り 屑 排 出 溝 ２ ３ の 第 ２ 側 壁 ２ ３ ２ 寄 り に 形 成 さ れ て い る 。 切 り 屑 案 内 溝 ２ ４ は 、 切  
り 屑 排 出 溝 ２ ３ と 同 様 に カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 周 方 向 に 所 定 間 隔 を お い て 配 置 さ れ て い る 。 本  
実 施 形 態 で は 、 ６ つ の 切 り 屑 案 内 溝 ２ ４ が 設 け ら れ て い る 。 ６ つ の 切 り 屑 案 内 溝 ２ ４ は 、  
カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 軸 線 を 中 心 と し て 約 ６ ０ 度 お き に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 径 方 向 Ｒ ｄ の 外 側 か ら 切 り 屑 案 内 溝 ２ ４ を 正 面 か ら  
見 た と き 、 第 ２ 端 部 ２ ２ ｂ に 臨 む 切 り 屑 案 内 溝 ２ ４ の 壁 面 ２ ５ は 、 第 ２ 端 部 ２ ２ ｂ か ら 第  
１ 端 部 ２ ２ ａ に 向 か う ほ ど 大 径 部 ２ ２ の 内 部 か ら 外 部 に 向 け て 傾 斜 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 複 数 の 第 １ の 切 削 刃 ３ １ 及 び 複 数 の 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ は 、 大  
径 部 ２ ２ の 第 ２ 端 部 ２ ２ ｂ に お い て 、 切 り 屑 排 出 溝 ２ ３ の 第 ２ 側 壁 ２ ３ ２ に 対 し て ロ ウ 付  
け 接 合 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 ３ つ の 第 １ の 切 削 刃 ３ １ が 採 用 さ れ 、 ３ つ の 第  
２ の 切 削 刃 ３ ２ が 採 用 さ れ て い る 。 回 転 方 向 Ａ に お い て 、 複 数 の 第 １ の 切 削 刃 ３ １ 及 び 複  
数 の 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ そ れ ぞ れ に は 、 切 り 屑 案 内 溝 ２ ４ が 隣 接 し て い る 。 複 数 の 第 １ の 切  
削 刃 ３ １ は 、 カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 軸 線 を 中 心 と し て 約 １ ２ ０ 度 お き に 配 置 さ れ て い る 。 複 数  
の 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ は 、 複 数 の 第 １ の 切 削 刃 ３ １ の 間 に 配 置 さ れ て い る 。 複 数 の 第 ２ の 切  
削 刃 ３ ２ は 、 カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 軸 線 を 中 心 と し て 約 １ ２ ０ 度 お き に 配 置 さ れ て い る 。 第 １  
の 切 削 刃 ３ １ 及 び 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ は 、 カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 軸 線 を 中 心 と し て 約 ６ ０ 度 お き  
に 配 置 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 大 径 部 ２ ２ の 第 ２ 端 部 ２ ２ ｂ に お い て 、 第 １ の 切 削 刃 ３ １  
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及 び 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ は 、 カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 周 方 向 に 所 定 間 隔 を お い て 交 互 配 置 さ れ て い  
る 。 な お 、 大 径 部 ２ ２ の 第 ２ 端 部 ２ ２ ｂ は 、 上 述 し た カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 軸 方 向 Ａ ｄ の 先 端  
で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の よ う に 形 成 さ れ た ホ ー ル カ ッ タ １ ０ に お い て 、 第 １ の 切 削 刃 ３ １ 及 び 第 ２ の 切 削 刃 ３  
２ で 切 削 さ れ た ワ ー ク Ｗ の 切 り 屑 は 、 切 り 屑 案 内 溝 ２ ４ の 壁 面 ２ ５ に 沿 っ て 切 り 屑 排 出 溝  
２ ３ に 入 り 込 み 易 く な る 。 切 り 屑 排 出 溝 ２ ３ に 入 り 込 ん だ 切 り 屑 は 、 ホ ー ル カ ッ タ １ ０ が  
回 転 方 向 Ａ に 回 転 し て い る と き に 切 り 屑 排 出 溝 ２ ３ の 一 対 の 側 壁 ２ ３ ｂ に よ り 大 径 部 ２ ２  
の 第 １ 端 部 ２ ２ ａ 側 に 誘 導 さ れ 易 い 。 よ っ て 、 ホ ー ル カ ッ タ １ ０ に よ り ワ ー ク Ｗ を 切 削 し  
た と き の 切 り 屑 が ワ ー ク の 切 削 箇 所 に 留 ま る こ と な く 、 ワ ー ク Ｗ の 外 部 に 排 出 さ れ 易 く な  
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
次 に 、 第 １ の 切 削 刃 ３ １ 及 び 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ の 構 成 に つ い て 詳 述 す る 。
図 ２ に 示 す よ う に 、 第 １ の 切 削 刃 ３ １ の 先 端 に は 、 第 １ の 刃 先 ３ １ １ が 設 け ら れ て い る 。  
第 １ の 刃 先 ３ １ １ は 、 カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 軸 方 向 Ａ ｄ に お い て 大 径 部 ２ ２ の 第 ２ 端 部 ２ ２ ｂ  
か ら 離 間 す る よ う に 突 出 す る 山 形 を な し て い る 。 第 １ の 刃 先 ３ １ １ は 、 カ ッ タ 本 体 ２ ０ の  
径 方 向 Ｒ ｄ に お い て 屈 曲 す る 山 形 を な し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ こ で 、 カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 外 周 面 に お け る 第 １ の 切 削 刃 ３ １ の 位 置 の 接 線 が 延 び る 方 向 を  
接 線 方 向 Ｂ と し 、 第 １ の 切 削 刃 ３ １ の 接 線 方 向 Ｂ の 寸 法 を 厚 さ と し 、 第 １ の 切 削 刃 ３ １ に  
お い て カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 径 方 向 Ｒ ｄ に お け る 寸 法 を 幅 と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
第 １ の 刃 先 ３ １ １ の 頂 点 Ｐ １ は 、 接 線 方 向 Ｂ に 延 び て い る 。 第 １ の 刃 先 ３ １ １ の 頂 点 Ｐ １  
は 、 第 １ の 切 削 刃 ３ １ の 幅 方 向 の 中 央 よ り も 大 径 部 ２ ２ の 外 周 面 寄 り に 位 置 し て い る 。
図 ３ に 示 す よ う に 、 第 １ の 刃 先 ３ １ １ は 、 第 １ の 切 削 刃 ３ １ の 幅 方 向 に お い て 、 Ｖ 字 形 状  
と な る よ う に 頂 点 Ｐ １ を 挟 ん だ 両 側 が 斜 面 を な し て い る 。 第 １ の 刃 先 ３ １ １ に お い て 頂 点  
Ｐ １ を 挟 ん だ 斜 面 の う ち カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 径 方 向 Ｒ ｄ の 外 側 に 位 置 す る 斜 面 を 第 １ 斜 面 ３  
１ １ ａ と し 、 カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 径 方 向 Ｒ ｄ の 内 側 に 位 置 す る 斜 面 を 第 ２ 斜 面 ３ １ １ ｂ と す  
る 。 第 １ 斜 面 ３ １ １ ａ と 第 ２ 斜 面 ３ １ １ ｂ と は 、 頂 点 Ｐ １ を 介 し て 連 続 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
第 １ の 刃 先 ３ １ １ の 頂 点 Ｐ １ を 通 過 す る と と も に カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 径 方 向 Ｒ ｄ に 延 び る 線  
を 仮 想 線 Ｖ １ と す る 。 仮 想 線 Ｖ １ を 基 準 と し た 第 １ 斜 面 ３ １ １ ａ の 傾 斜 角 度 θ １ は 、 第 ２  
斜 面 ３ １ １ ｂ の 傾 斜 角 度 θ ２ よ り も 大 き い 。 な お 、 第 １ 斜 面 ３ １ １ ａ 及 び 第 ２ 斜 面 ３ １ １  
ｂ と 、 第 １ の 切 削 刃 ３ １ の 幅 方 向 の 両 側 に 位 置 す る 第 １ の 切 削 刃 ３ １ の 側 面 と の な す 角 度  
は 、 鈍 角 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ の 先 端 に は 、 第 ２ の 刃 先 ３ １ ２ が 設 け ら れ て い る 。  
第 ２ の 刃 先 ３ １ ２ は 、 カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 軸 方 向 Ａ ｄ に お い て 大 径 部 ２ ２ の 第 ２ 端 部 ２ ２ ｂ  
か ら 離 間 す る よ う に 突 出 す る 山 形 を な し て い る 。 第 ２ の 刃 先 ３ １ ２ は 、 カ ッ タ 本 体 ２ ０ の  
径 方 向 Ｒ ｄ に お い て 屈 曲 す る 山 形 を な し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ こ で 、 カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 外 周 面 に お け る 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ の 位 置 の 接 線 が 延 び る 方 向 を  
接 線 方 向 Ｃ と し 、 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ の 接 線 方 向 Ｃ の 寸 法 を 厚 さ と し 、 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ に  
お い て カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 径 方 向 Ｒ ｄ に お け る 寸 法 を 幅 と す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
第 ２ の 刃 先 ３ １ ２ の 頂 点 Ｐ ２ は 、 接 線 方 向 Ｃ に 延 び て い る 。 第 ２ の 刃 先 ３ １ ２ の 頂 点 Ｐ ２  
は 、 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ の 幅 方 向 の 中 央 よ り も 大 径 部 ２ ２ の 外 周 面 寄 り に 位 置 し て い る 。 第  
２ の 刃 先 ３ １ ２ の 頂 点 Ｐ ２ は 、 第 １ の 刃 先 ３ １ １ の 頂 点 Ｐ １ よ り も カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 径 方  
向 Ｒ ｄ の 内 側 に 位 置 し て い る 。 す な わ ち 、 第 １ の 切 削 刃 ３ １ の 頂 点 Ｐ １ と 第 ２ の 切 削 刃 ３  
２ の 頂 点 Ｐ ２ と は 、 カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 径 方 向 Ｒ ｄ に お い て ず れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ４ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 刃 先 ３ １ ２ は 、 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ の 幅 方 向 に お い て 、 略 Ｖ 字 形  
状 と な る よ う に 頂 点 Ｐ ２ を 挟 ん だ 両 側 が 傾 斜 し て い る 。 第 ２ の 刃 先 ３ １ ２ に お い て 頂 点 Ｐ  
２ を 挟 む 両 側 の う ち カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 径 方 向 Ｒ ｄ の 外 側 に は 、 第 １ 斜 面 ３ １ ２ ａ が 設 け ら  
れ 、 カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 径 方 向 Ｒ ｄ の 内 側 に は 、 第 ２ 斜 面 ３ １ ２ ｂ 及 び 第 ３ 斜 面 ３ １ ２ ｃ が  
設 け ら れ て い る 。 第 ２ 斜 面 ３ １ ２ ｂ は 、 第 ３ 斜 面 ３ １ ２ ｃ よ り も カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 径 方 向  
Ｒ ｄ の 内 側 に 位 置 す る 。 第 １ 斜 面 ３ １ ２ ａ と 第 ３ 斜 面 ３ １ ２ ｃ と は 頂 点 Ｐ ２ を 介 し て 連 続  
し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
第 ２ の 刃 先 ３ １ ２ の 頂 点 Ｐ ２ を 通 過 す る と と も に カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 径 方 向 Ｒ ｄ に 延 び る 線  
を 仮 想 線 Ｖ ２ と す る 。 仮 想 線 Ｖ ２ を 基 準 と し た 第 １ 斜 面 ３ １ ２ ａ の 傾 斜 角 度 θ ３ は 、 第 ３  
斜 面 ３ １ ２ ｃ の 傾 斜 角 度 θ ５ よ り も 大 き い 。 仮 想 線 Ｖ ２ を 基 準 と す る 第 ２ 斜 面 ３ １ ２ ｂ の  
傾 斜 角 度 θ ４ は 、 第 ３ 斜 面 ３ １ ２ ｃ の 傾 斜 角 度 θ ５ よ り も 大 き い 。 第 ２ 斜 面 ３ １ ２ ｂ の 傾  
斜 角 度 θ ４ は 、 第 １ 斜 面 ３ １ ２ ａ の 傾 斜 角 度 θ ３ よ り も 大 き い 。 な お 、 第 １ 斜 面 ３ １ ２ ａ  
及 び 第 ２ 斜 面 ３ １ ２ ｂ と 、 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ の 幅 方 向 の 両 側 に 位 置 す る 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２  
の 側 面 と の 角 度 は 、 鈍 角 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
次 に 、 第 １ の 切 削 刃 ３ １ と 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ と を 重 ね 合 わ せ た 状 態 に つ い て 説 明 す る 。
図 ５ に 示 す よ う に 、 第 １ の 切 削 刃 ３ １ 及 び 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ の 厚 さ は 、 同 じ で あ る 。 カ ッ  
タ 本 体 ２ ０ の 軸 方 向 Ａ ｄ に お い て 、 第 １ の 切 削 刃 ３ １ の 頂 点 Ｐ １ と 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ の 頂  
点 Ｐ ２ と の 高 さ が 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
第 １ の 切 削 刃 ３ １ の 第 １ 斜 面 ３ １ １ ａ の 傾 斜 角 度 θ １ は 、 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ の 第 １ 斜 面 ３  
１ ２ ａ の 傾 斜 角 度 θ ３ と 同 じ 大 き さ で あ る 。 そ の た め 、 第 １ の 切 削 刃 ３ １ の 第 １ 斜 面 ３ １  
１ ａ は 、 カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 軸 方 向 Ａ ｄ に お い て 、 カ ッ タ 本 体 ２ ０ か ら の 高 さ が 第 ２ の 切 削  
刃 ３ ２ の 第 １ 斜 面 ３ １ ２ ａ よ り も 高 く 、 且 つ 第 １ 斜 面 ３ １ ２ ａ と 平 行 な し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
第 １ の 切 削 刃 ３ １ の 第 ２ 斜 面 ３ １ １ ｂ の 傾 斜 角 度 θ ２ は 、 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ の 第 ３ 斜 面 ３  
１ ２ ｃ の 傾 斜 角 度 θ ５ と 同 じ 大 き さ で あ る 。 そ の た め 、 第 １ の 切 削 刃 ３ １ の 第 ２ 斜 面 ３ １  
１ ｂ は 、 カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 軸 方 向 Ａ ｄ に お い て 、 カ ッ タ 本 体 ２ ０ か ら の 高 さ が 第 ２ の 切 削  
刃 ３ ２ の 第 ３ 斜 面 ３ １ ２ ｃ よ り も 低 く 、 且 つ 第 ３ 斜 面 ３ １ ２ ｃ と 平 行 を な し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ の 第 ２ 斜 面 ３ １ ２ ｂ の 傾 斜 角 度 θ ４ は 、 傾 斜 角 度 θ １ ， θ ２ よ り も 大 き  
い 。 そ の た め 、 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ の 第 ２ 斜 面 ３ １ ２ ｂ は 、 カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 軸 方 向 Ａ ｄ に  
お い て 、 カ ッ タ 本 体 ２ ０ か ら の 高 さ が 第 １ の 切 削 刃 ３ １ の 第 ２ 斜 面 ３ １ １ ｂ よ り も 高 い 部  
分 と 、 第 １ の 切 削 刃 ３ １ の 第 ２ 斜 面 ３ １ １ ｂ よ り も 低 い 部 分 と を 有 し て い る 。 な お 、 例 え  
ば 、 傾 斜 角 度 θ １ ， θ ３ は 、 約 ３ ０ 度 で あ り 、 傾 斜 角 度 θ ２ ， θ ５ は 、 約 １ ５ 度 で あ り 、  
傾 斜 角 度 θ ４ は 、 約 ３ ５ 度 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 ６ に 示 す よ う に 、 第 １ の 刃 先 ３ １ １ に お け る 切 り 屑 案 内 溝 ２ ４ に 面 す る 側 面 ３ １ １ ｃ は  
、 カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 軸 方 向 Ａ ｄ に お い て 、 大 径 部 ２ ２ の 第 ２ 端 部 ２ ２ ｂ か ら 離 間 す る ほ ど  
回 転 方 向 Ａ の 前 方 に 向 か う よ う に 傾 斜 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
第 ２ の 刃 先 ３ １ ２ に お け る 切 り 屑 案 内 溝 ２ ４ に 面 す る 側 面 ３ １ ２ ｄ は 、 カ ッ タ 本 体 ２ ０ の  
軸 方 向 Ａ ｄ に お い て 、 大 径 部 ２ ２ の 第 ２ 端 部 ２ ２ ｂ か ら 離 間 す る ほ ど 回 転 方 向 Ａ に 向 か う  
よ う に 傾 斜 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
第 １ の 刃 先 ３ １ １ の 側 面 ３ １ １ ｃ の カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 軸 方 向 Ａ ｄ に 対 す る 傾 斜 角 度 で あ る  
す く い 角 θ ６ は 、 第 ２ の 刃 先 ３ １ ２ の 側 面 ３ １ ２ ｄ の カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 軸 方 向 Ａ ｄ に 対 す  
る 傾 斜 角 度 で あ る す く い 角 θ ７ よ り も 小 さ い 値 で あ る 。
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【 ０ ０ ３ ８ 】
本 実 施 形 態 の 作 用 を 説 明 す る 。
ホ ー ル カ ッ タ １ ０ は 、 工 作 機 械 が 駆 動 す る こ と に よ り カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 軸 線 を 中 心 に 回 転  
し な が ら 、 ワ ー ク Ｗ へ 向 け て 所 定 の 送 り 量 で 近 接 す る 。 ホ ー ル カ ッ タ １ ０ が 回 転 し た と き  
、 第 １ の 切 削 刃 ３ １ の 頂 点 Ｐ １ 及 び 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ の 頂 点 Ｐ ２ の 軌 跡 は 、 円 形 を な し て  
い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
こ こ で 、 図 ２ の 二 点 鎖 線 で 示 す よ う に 、 第 １ の 切 削 刃 ３ １ の 頂 点 Ｐ １ の 軌 跡 を 第 １ 接 触 円  
Ｒ １ と し 、 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ の 頂 点 Ｐ ２ の 軌 跡 を 第 ２ 接 触 円 Ｒ ２ と す る と 、 第 １ 接 触 円 Ｒ  
１ と 第 ２ 接 触 円 Ｒ ２ と は 、 カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 径 方 向 Ｒ ｄ に お い て 重 な ら な い 。 第 １ 接 触 円  
Ｒ １ は 、 第 ２ 接 触 円 Ｒ ２ よ り も カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 径 方 向 Ｒ ｄ の 外 側 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
本 実 施 形 態 で は 、 複 数 の 第 １ の 切 削 刃 ３ １ の 頂 点 Ｐ １ の な す 第 １ 接 触 円 Ｒ １ 及 び 複 数 の 第  
２ の 切 削 刃 ３ ２ の 頂 点 Ｐ ２ の な す 第 ２ 接 触 円 Ｒ ２ が ワ ー ク Ｗ に 同 時 に 接 触 し 、 且 つ ホ ー ル  
カ ッ タ １ ０ が 所 定 の 送 り 量 で 移 動 し 続 け る こ と に よ り ワ ー ク Ｗ が 切 削 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
本 実 施 形 態 の 効 果 を 説 明 す る 。
（ １ ） 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 １ 接 触 円 Ｒ １ と 第 ２ 接 触 円 Ｒ ２ と が 同 時 に ワ ー ク Ｗ に 接 触  
す る た め 、 ホ ー ル カ ッ タ １ ０ に よ り ワ ー ク Ｗ を 切 削 す る 場 合 、 第 １ の 切 削 刃 ３ １ 又 は 第 ２  
の 切 削 刃 ３ ２ の み が ワ ー ク Ｗ に 接 触 す る 場 合 と 比 較 す る と 、 ワ ー ク Ｗ 上 で の 切 削 刃 ３ １ ，  
３ ２ の 滑 り を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
（ ２ ） 一 般 的 に 、 す く い 角 が 小 さ く な る と 、 ワ ー ク Ｗ の 切 削 能 力 が 向 上 す る が 、 切 削 刃 ３  
１ ， ３ ２ の 摩 耗 が 進 行 し 易 く な る 。 す な わ ち 、 ホ ー ル カ ッ タ １ ０ の 切 削 能 力 の 低 下 が 早 く  
な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
本 実 施 形 態 で は 、 例 え ば 、 第 １ の 切 削 刃 ３ １ の す く い 角 θ ６ が 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ の す く い  
角 θ ７ よ り も 小 さ い 値 で あ る 。 そ の た め 、 第 １ の 切 削 刃 ３ １ の 摩 耗 が 進 行 し て も 、 第 ２ の  
切 削 刃 ３ ２ の 摩 耗 は 第 １ の 切 削 刃 ３ １ ほ ど 進 行 し な い た め 、 ホ ー ル カ ッ タ １ ０ の 切 削 能 力  
の 低 下 を 遅 ら せ る こ と が で き る 。 ま た 、 例 え ば 、 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ の す く い 角 θ ７ が 第 １  
の 切 削 刃 ３ １ の す く い 角 θ ６ よ り も 小 さ い 値 で あ る 場 合 に お い て も 同 様 で あ る 。 し た が っ  
て 、 ホ ー ル カ ッ タ １ ０ の 切 削 能 力 の 低 下 を 遅 ら せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
な お 、 本 実 施 形 態 は 、 以 下 の よ う に 変 更 し て 実 施 す る こ と が で き る 。 本 実 施 形 態 及 び 以 下  
の 変 更 例 は 、 技 術 的 に 矛 盾 し な い 範 囲 で 互 い に 組 み 合 わ せ て 実 施 す る こ と が で き る 。
○   本 実 施 形 態 で は 、 す く い 角 θ ６ は 、 す く い 角 θ ７ よ り も 小 さ い 値 で あ っ た が 、 す く い  
角 θ ７ が す く い 角 θ ６ よ り も 小 さ い 値 で あ っ て も よ い 。 よ っ て 、 第 １ の 切 削 刃 ３ １ の す く  
い 角 θ ６ 及 び 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ に す く い 角 θ ７ の い ず れ か 一 方 が 、 第 １ の 切 削 刃 ３ １ の す  
く い 角 θ ６ 及 び 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ の す く い 角 θ ７ の い ず れ か 他 方 よ り も 小 さ い 値 で あ れ ば  
よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
○   図 ７ に 示 す よ う に 、 第 １ の 切 削 刃 ３ １ の す く い 角 θ ６ と 、 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ の す く い  
角 θ ７ と は 同 じ 値 で あ っ て も よ い 。
本 変 更 例 に よ れ ば 、 第 １ の 切 削 刃 ３ １ 及 び 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ の 摩 耗 の 進 行 具 合 が 同 じ で あ  
る 。 そ の た め 、 ホ ー ル カ ッ タ １ ０ に お け る 第 １ の 切 削 刃 ３ １ 及 び 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ の 交 換  
時 期 を 同 じ に す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 ホ ー ル カ ッ タ １ ０ の 保 守 性 を 向 上 さ せ る こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
○   傾 斜 角 度 θ １ ， θ ２ ， θ ３ ， θ ４ ， θ ５ は 、 第 １ の 切 削 刃 ３ １ の 頂 点 Ｐ １ と 第 ２ の 切  
削 刃 ３ ２ の 頂 点 Ｐ ２ と の カ ッ タ 本 体 ２ ０ か ら の 高 さ が 同 じ で あ れ ば 、 ど の よ う に 変 更 し て  
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も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
○   第 ２ の 刃 先 ３ １ ２ の 頂 点 Ｐ ２ は 、 第 １ の 刃 先 ３ １ １ の 頂 点 Ｐ １ よ り も カ ッ タ 本 体 ２ ０  
の 径 方 向 Ｒ ｄ の 外 側 に 位 置 し て い て も よ い 。 す な わ ち 、 第 １ の 切 削 刃 ３ １ の 頂 点 Ｐ １ と 第  
２ の 切 削 刃 ３ ２ の 頂 点 Ｐ ２ と は 、 カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 径 方 向 Ｒ ｄ に お い て ず れ て い れ ば よ い  
。
【 ０ ０ ４ ８ 】
○   ホ ー ル カ ッ タ １ ０ に は 、 ２ つ の 第 １ の 切 削 刃 ３ １ と 、 １ つ の 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ と が 採  
用 さ れ て も よ い 。 こ の と き 、 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ は 、 ２ つ の 第 １ の 切 削 刃 ３ １ の 間 に 配 置 さ  
れ 、 第 １ の 切 削 刃 ３ １ と 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ と は 、 カ ッ タ 本 体 ２ ０ の 周 方 向 に 約 １ ２ ０ 度 お  
き に 配 置 さ れ る と よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
○   ホ ー ル カ ッ タ １ ０ に は 、 ２ つ の 第 １ の 切 削 刃 ３ １ と 、 ２ つ の 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ と が 採  
用 さ れ て も よ い 。 こ の と き 、 第 １ の 切 削 刃 ３ １ 及 び 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ は 、 カ ッ タ 本 体 ２ ０  
の 周 方 向 に 交 互 に 配 置 さ れ る 。 第 １ の 切 削 刃 ３ １ と 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ と は 、 カ ッ タ 本 体 ２  
０ の 周 方 向 に 約 ９ ０ 度 お き に 配 置 さ れ る と よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
○   ホ ー ル カ ッ タ １ ０ に は 、 ４ つ 以 上 の 第 １ の 切 削 刃 ３ １ と 、 ４ つ 以 上 の 第 ２ の 切 削 刃 ３  
２ と が 採 用 さ れ て も よ い 。 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 と 上 記 の 変 更 例 に お い て 、 第 １ の 切 削 刃  
３ １ は 、 ２ つ 以 上 採 用 さ れ 、 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ は 、 １ つ 以 上 採 用 さ れ 、 カ ッ タ 本 体 ２ ０ の  
周 方 向 に お い て 、 複 数 の 第 １ の 切 削 刃 ３ １ の 間 に 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ が 配 置 さ れ て い れ ば 、  
第 １ の 切 削 刃 ３ １ 及 び 第 ２ の 切 削 刃 ３ ２ の 数 は 適 宜 変 更 し て も よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
１ ０ … ホ ー ル カ ッ タ 、 ２ ０ … カ ッ タ 本 体 、 ２ ２ … 大 径 部 、 ２ ２ ｂ … 大 径 部 の 第 ２ 端 部 、 ３  
１ … 第 １ の 切 削 刃 、 ３ ２ … 第 ２ の 切 削 刃 、 θ ６ … 第 １ の 切 削 刃 の す く い 角 、 θ ７ … 第 ２ の  
切 削 刃 の す く い 角 、 Ａ ｄ … 軸 方 向 、 Ｒ ｄ … 径 方 向 、 Ｐ １ ， Ｐ ２ … 頂 点 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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